
上福岡清掃センター解体及び跡地整備工事について  

 
■はじめに 

ふじみ野市では、平成 28年 10月末に廃止した上福岡清掃センターの解体

及び跡地整備工事を平成 28年度から平成 29年度にかけて実施しています。 

解体工事にあたりましては、関係法令を遵守し、近隣住民の皆様の健康と

安全に十分配慮して実施いたしますので、ご理解ご協力をお願い申しあげ

ます。 

 

 

■※平成３０年 3月末現在の状況 

上福岡清掃センターの解体及び跡地整備工事については、平成３０年３月

15日で工事を完了しました。 

  



■上福岡清掃センター施設概要 

所 在 地 ふじみ野市駒林１１０４番地 

敷 地 面 積 １３，２９０㎡ 

焼 却 施 設 焼却棟（１８０t/日 ） 

煙突の高さ ５０ｍ 

その他施設 管理棟、 

竣 工 年 月 昭和４９年１２月 

廃 止 年 月 平成２８年１０月 

 

■工事の概要 

工事名称 上福岡清掃センター解体及び跡地整備工事 

工事監理 ふじみ野市  株式会社日産技術コンサルタント 

請 負 者 戸田・瑞伸特定建設工事共同企業体 

工事期間 平成２８年１２月１５日～平成３０年 ３月１５日 

 

■工事の目的 

一般廃棄物焼却施設の敷地内の建築物及び構造物を安全に解体し、適切に処分すると

ともに、解体した跡地に駐車場及び保管庫棟を設置し、有効な跡地利用を行うことを目

的として工事を行います。 

 

■工事の場所と敷地内施設配置図 

工事場所と敷地内の施設配置は以下の図の通りです。 

 

管理棟 
資源物保管庫

不燃物処理棟 
排ガス処理棟 

煙突 
焼却炉室 



■施設全景(平成２９年４月) 

工事着手前の全景写真です。 

 

 

■全体工程表と施工手順 

工事の概略工程と工事の進め方を示します。 

概略工程表 

 

 

 

平成28年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

仮設工事

除染対策仮設工事

除染工事

解体工事

環境調査

跡地整備工事

片付け

平成29年 平成30年



◆焼却施設解体工事 
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■周辺環境関係の調査 

本工事の実施にあたりましては、関係法令を遵守するとともに、以下の表のとおり工

事期間中に周辺環境に係る調査を行い、環境への影響に対して細心の注意を払って施工

しています。 

 

 

  

 調査内容 時期 調査目的 

Ⅰ-1 
大気中のダイオキシ

ン類濃度 

施工前 

施工中 

施工後 

敷地境界の東西南北４地点で空気中に含まれ

るダイオキシン類濃度を測定し、工事期間中に

汚染物の飛散の有無を確認します。 

Ⅰ-2 
土壌中のダイオキシ

ン類濃度 

施工前 

施工後 

上記の箇所に施工前に標準土を設置して、工事

期間中に汚染物の飛散の有無を確認します。 

Ⅰ-3 

負圧集じん機排気中

のダイオキシン類濃

度 

施工中 

汚染エリアの空気を浄化して排気する機器の

出口で粉塵濃度を測定し、工事期間中に汚染物

の飛散の有無を確認します。 

Ⅰ-4 
仮設水処理装置の水

質 

施工中 

施工後 

現場に設置した仮設水処理設備で浄化した洗

浄用水を監視して、再利用水として適している

か確認します。 

Ⅰ-5 騒音・振動 

施工前 

施工中 

施工後 

敷地境界西側に設置して、工事期間中の騒音・

振動の数値が決められた数値以下であること

を連続的に監視し、施工方法に反映します。 



■工事の進捗状況の報告(平成３０年３月まで) 

【平成２９年２月】 

近隣住民へのお知らせ(回覧)を行いました。 

 

【平成２９年４月】 

敷地外周に仮囲いを設置し、解体工事前の環境測定を行いました。 

騒音・振動計を場内に設置し、敷地境界西側に騒音・振動表示計を設置しました。 

不燃物処理棟内部施設の解体を行いました。 

 

【平成２９年５月】 

工場棟内処理設備内の除染作業を開始しました。 

 

【平成２９年６月】 

「煙突」解体前の足場の設置と煙突内の洗浄を行いました。 

工場棟内管理室・休憩室の内装を撤去しました。 

 

【平成２９年７月】 

「煙突」の解体を開始しました。 

工場棟内の洗浄を行いました。 

 

  

不燃物処理棟  



【平成２９年８月】 

「煙突」の解体が完了しました。 

 

【平成２９年９月】 

工場棟内処理設備の解体を開始しました。 

 

【平成２９年１０月】 

「管理棟」を解体しました。 

 

【平成２９年１１月】 

工場棟内処理設備の解体が完了し、管理区域内ダイオキシン類濃度の測定を行い、安

全を確認しました。 

 

【平成２９年１２月】 

工場棟建屋の解体を開始しました。 

 

【平成３０年１月】 

新しい保管庫棟の建設を行いました。 

 

【平成３０年２月】 

敷地内の雨水排水設備の設置を行いました。 

 

【平成３０年３月】 

駐車場の舗装工事及び外周部・調整池部のフェンス設置工事を行いました。 

これにて上福岡清掃センター解体及び跡地整備工事は完了しました。 

 

  



工事進捗状況写真(平成２９年４月) 

■準備工事 

工事の準備として敷地境界に高さ１．８５ｍの防じんネットによる仮囲いを設置して、

安全管理上工事関係者以外の方が立ち入らないようにしました。(写真 4-1、4-2) 

 

 

■騒音・振動計の設置 

工事期間中の騒音・振動を連続で測定できるよう敷地境界西側に騒音・振動計を設置し

ました(写真 4-3) 

■施工前の大気中と標準土中のダイオキシン類濃度測定 

表―Ⅰのとおり、施工前に大気中のダイオキシン類濃度と設置した標準土のダイオキシ

ン類濃度を測定しました。(写真 4-4) 

 

 

写真 ４－１ 

 

写真 ４－２ 

 

写真 ４－３ 

 

写真 ４－４ 

  



■不燃物処理棟処理設備解体 

不燃物処理棟の処理設備を解体しました。(写真 4-5、4-6) 

 

 

 

  

写真 ４－５ 

 

写真 ４－６ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年５月) 

■工場棟内の除染準備 

工場棟内はダイオキシン類があるため、ダイオキシン類を含む灰を撤去し、高圧水で洗

浄を行います。そのための設備を設置しました。(写真 5-1、5-2) 

 

  

写真 ５－１ 

 

写真 ５－２ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年６月) 

■煙突の洗浄と足場の組立 

煙突を解体する前に煙突内部の洗浄と足場を組み立て、シートを取り付け防じん対策を

とりました。 (写真 6-1) 

 

■煙突の洗浄、取り壊し 

煙突は微量のダイオキシン類があるため機

械により洗浄を行いました。 

洗浄に先立って煙突の上部と下部に管理区

域を設置して、洗浄によりダイオキシン類が

空気中に飛散しないようにしました。 (写真

6-2、6-3) 

 

  

写真 ６－１ 

 

写真 ６－２ 

 

写真 ６－３ 

  



■煙突内部の洗浄 

煙突の洗浄状況です。 

煙突は細長いので先端が回転するスプリンクラーのような洗浄機を使用して洗浄します。 

(写真 6-4) 

洗浄した水は煙突の下部で高圧吸引し、排水処理設備に運搬します。 (写真 6-5) 

  

写真 ６－４ 

 

写真 ６－５ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年７月) 

■煙突の解体 

煙突は鋼製の内筒と鉄筋コンクリート製の外筒の２重構造となっており、外筒内筒とも

に地上から５０ｍの高さまであります。 

内筒は４．５ｍ毎に輪切りにしてクレーンで地上に下ろしました。 

鉄筋コンクリート製の外筒は地上から２５ｍ～５０ｍの上部は煙突を１ｍ～３ｍで輪切

りにしてクレーンで地上に下ろしました。 (写真 7-1、7-2)  

 

 

また地上から２５ｍまでの下部は重機を使用してコンクリートを噛み砕き解体しました。 

(写真 7-3、7-4) 

 

 

  

写真 ７－１ 

 

写真 ７－２ 

  

写真 ７－３ 

 

写真 ７－４ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年８月) 

■工場棟内処理設備の洗浄 

工場棟内部の機器（焼却炉、空気予熱器、バグフィルター、誘引送風機、ダクト搬出コ

ンベア、煙道等）を高圧洗浄し汚染物を取り除く作業を行いました。 (写真 8-1、8-2)  

 

 

 

 

  

写真 ８－１ 

 

写真 ８－２ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年９月) 

■工場棟内処理設備の解体 

工場棟内部の機器（焼却炉等）を機械により解体する作業を行いました。 (写真 9-1、9-2)  

 

 

 

 

  

写真 ９－１ 

 

写真 ９－２ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年１０月) 

■管理棟の解体 

監理棟の内装を撤去する作業を行いました。 (写真 10-1、10-2)  

 

 

 

監理棟の建屋を機械で解体する作業を行いました。 (写真 10-3、10-4)  

 

 

 

 

  

写真 10－１ 

 

写真 10－２ 

  

写真 10－３ 

 

写真 10－４ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年１１月) 

■工場棟内部処理設備の解体 

工場棟内部の機器（排ガス処理設備等）を機械により解体する作業を行いました。 (写

真 11-1、11-2)  

 

 

工場棟内部処理設備撤去完了。 (写真 11-3、11-4)  

 

 

 

 

  

写真 11－１ 

 

写真 11－２ 

  

写真 11－３ 

 

写真 11－４ 

  



■工場棟建屋の洗浄 

工場棟内部設備解体後の工場棟内部を洗浄する作業を行いました。 (写真 11-5、11-6)  

 

 

  

写真 11－５ 

 

写真 11－６ 

  



工事進捗状況写真(平成２９年１２月) 

■工場棟建屋の解体 

管理区域内のダイオキシン類を測定した結果、焼却炉室で 0.066 pg-TEQ/㎥、排ガス処理

施設棟で 0.081 pg-TEQ/㎥と環境基準値(0.6pg-TEQ/㎥)以下であることを確認したことから

管理区域を解除して工場棟建屋を機械で解体する作業を行いました。 (写真 12-1、12-2、

12-3、12-4)  

 

 

 

  

写真 12－１ 

 

写真 12－２ 

  

写真 12－３ 

 

写真 12－４ 

  



工事進捗状況写真(平成３０年１月) 

■保管庫棟の建設 

新しい保管庫棟の建設を行いました。 (写真 1-1、1-2、1-3、1-4)  

 

 

 

  

写真 1－１ 

 

写真 1－２ 

  

写真 1－３ 

 

写真 1－４ 

  



工事進捗状況写真(平成３０年２月) 

■排水溝の設置 

敷地内に降った雨を調整池に集めるための雨水排水設備を設置しました。 (写真 2-1、

2-2)  

 

 

 

  

写真 2－１ 

 

写真 2－２ 

  



工事進捗状況写真(平成３０年３月) 

■駐車場の舗装 

駐車場部分の舗装を行いました。 (写真 3-1、3-2、3-3、3-4)  

 

 

 

  

写真 ３－１ 

 

写真 ３－２ 

  

写真 ３－３ 

 

写真 ３－４ 

  



周辺環境関係の調査の結果 

 

Ⅰ－１ 大気中のダイオキシン類濃度測定結果(施工開始前) 

解体工事中にダイオキシン類が外部に飛散したかどうかを調べるために、工事施工開始

前に敷地境界線の４地点(東西南北)で大気中に含まれるダイオキシン類濃度を測定しまし

た。調査結果は以下の通りです。 

 

 

・調査日     平成２９年 ４月 ６日～平成２９年 ４月 ７日 

・調査・分析会社 株式会社島津テクノリサーチ 

 

 

 

毒性等量の算出には、ＷＨＯ－ＴＥＦ(2,006)を用いている。  

調査媒体 試料名 

測定結果 

ダイオキシン類 

〔pg-TEQ/㎥〕 

大気 

施工前 東面 0.0077 

施工前 西面 0.0086 

施工前 南面 0.0081 

施工前 北面 0.0081 

敷地境界 北  

敷地境界 東  

敷地境界 南  

敷地境界 西  

凡例 

：大気測定地点  



なお、この値は全国の一般大気中のダイオキシン類濃度平均値(平成 23 年度ダイオキシ

ン類に係る環境調査結果(平成 25 年 3 月 環境省)0.028pg-TEQ/㎥に比べ)に比べ約 1/3 の

値である。 

 

Ⅰ－２ 土壌中のダイオキシン類濃度測定結果(施工開始前) 

解体工事中にダイオキシン類が外部に飛散したかどうかを調べるために、工事施工開始

前に敷地境界線の４地点(東西南北)に砂を入れた箱を置き施工前のダイオキシン類濃度を

測定しました。調査結果は以下の通りです。 

 

※移入土・・・・ダイオキシン類測定試料に用いる砂 

 

・調査日     平成２９年 ４月 ６日～平成２９年 ４月 ７日 

・調査・分析会社 株式会社島津テクノリサーチ 

 

※敷地境界に設置した 4個の移入土から 100g程度を分取し、等量混合して 1検体とした。 

 

毒性等量の算出には、ＷＨＯ－ＴＥＦ(2,006)を用いている。 

 

なお、この値は全国の一般土壌中のダイオキシン類濃度平均値(平成 23 年度ダイオキシン

類に係る環境調査結果(平成 25年 3月 環境省)2pg-TEQ/gに比べ)に比べ約 1/2000の値で

ある。 

調査媒体 試料名 

測定結果 

ダイオキシン類 

〔pg-TEQ/g〕 

土壌 移入土 施工前 ※ 0.00096 



 

  

敷地境界 北  

敷地境界 東  

敷地境界 南  

敷地境界 西  

凡例 

：移入土設置  



Ⅰ－３ 負圧集じん装置からの排出空気のダイオキシン類濃度監視について 

負圧集じん装置からの排出空気がきれいな状態で排出しているかどうかを１日２回、午

前午後各１回測定して監視しています。 

ダイオキシン類の濃度は測定後すぐには分析結果が出ないため、日常の管理は粉じん濃

度で監視します。なぜならダイオキシン類は空気中の微細な粉じんに付着して浮遊してい

るため、排出空気中の粉じん濃度を監視することで、排気中のダイオキシン類濃度をおお

むね想定することができるからです。 

当現場の解体工事では外部への環境影響を極力小さくするために、粉じんの監視濃度は

48cpm 以下としています。これはダイオキシン類濃度に換算すると 0.6pg-TEQ/㎥となり国

で定めている環境基準値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

負圧集じん機 



Ⅰ－４ 仮設処理設備の水質分析結果と日常管理 

ダイオキシン類等の汚染物を高圧で洗浄する為には大量の水を使用することになります。

使用後の汚水はダイオキシン類や、鉛、砒素等の重金属類も含んでいます。そのため、浄

化しない場合は、その濃度により、特別管理産業廃棄物や産業廃棄物として許可を得た処

理場で処分することが必要となります。 

当工事では、使用水の低減と運搬中の事故等のリスク回避等を考え、現場に仮設の排水

処理設備を設置し、浄化して再利用することとしています。 

そのため、浄化した水の水質検査を行い、その安全性を確認していきます。 

 

・調査日     平成２９年 ７月２１日 

・調査・分析会社 株式会社島津テクノリサーチ 

 

 

毒性等量の算出には、ＷＨＯ－ＴＥＦ(2,006)を用いている。 

 

  

計量の対象 単位 処理水 基準値 

カドミウム及びその化合物 mg/L 0.005未満 0.1以下 

鉛及びその化合物 mg/L 0.01未満 0.1以下 

六価クロム化合物 mg/L 0.02未満 0.5以下 

砒素及びその化合物 mg/L 0.005未満 0.1以下 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 mg/L 0.0005未満 0.005以下 

アルキル水銀化合物 mg/L 検出されず 不検出 

セレン及びの化合物 mg/L 0.005未満 0.003以下 

1,4-ジオキサン mg/L 0.005未満 0.1以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.077 10以下 



 

 

 

 

 

 

 

 

排水処理設備 


